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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月29日(2016.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アジド官能化糖を有する代謝工学の生成物ではない天然の官能基を含む表面を有する生
細胞；及び
　該天然の官能基に共有結合される核酸部分
を含む組成物。
【請求項２】
　天然の官能基がアミノ酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　アミノ酸が、リジン、システイン、チロシン、スレオニン、セリン、アスパラギン酸、
グルタミン酸及びトリプトファンからなる群から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　アミノ酸がリジンである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　細胞が真核細胞である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　細胞が哺乳動物細胞である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　細胞が原核細胞である、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　細胞が植物細胞である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
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　核酸部分が、オリゴヌクレオチド、ＤＮＡ、ＲＮＡ、ＰＮＡ及びアプタマーからなる群
から選択されるメンバーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　核酸部分が一本鎖ＤＮＡを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　核酸部分が約１０～約２００個の核酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　核酸部分がアプタマーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　核酸部分がリンカーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　細胞表面上にリジンを含む生きた哺乳動物細胞；及び
　アミドを介してリジンに共有結合される一本鎖デオキシ核酸
を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　アジド官能化糖を有する代謝工学の生成物ではない天然の官能基を含む表面を有する生
細胞と、核酸部分とのコンジュゲートを製造するための方法であって、該方法は、前記核
酸部分をアミノ酸と反応させて、共有結合を形成するような条件下で、前記生細胞と活性
化された核酸部分とを接触させることを含む、上記方法。
【請求項１６】
　天然の官能基がアミノ酸を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　アミノ酸が、リジン、システイン、チロシン、スレオニン、セリン、アスパラギン酸、
グルタミン酸及びトリプトファンからなる群から選択される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　アミノ酸がリジンである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　細胞が真核細胞である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　細胞が哺乳動物細胞である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　細胞が原核細胞である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　細胞が植物細胞である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　細胞が、アジド官能化糖を導入するために代謝工学を受けていない、請求項１５に記載
の方法。
【請求項２４】
　核酸部分が、オリゴヌクレオチド、ＤＮＡ、ＲＮＡ、ＰＮＡ及びアプタマーからなる群
から選択されるメンバーを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　核酸部分が一本鎖ＤＮＡを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　核酸部分がアプタマーを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２７】
　核酸部分がリンカーを含む、請求項１に記載の方法。
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